第二課　　余暇

単語

●まわす【回す】

１((回転させる))转,转动;[ねじって]拧,扭转;[方向をかえる]转,转动.

¶こまを～/抽陀螺.

¶ダイヤルを～/拨(电话)号码. 

¶ハンドルを～/转动zhuandòng方向盘.

２((ほどこす))围上;[しばって]捆.

¶周囲に幕を～/在周围围上幕布.

¶ひもを二重に～/用绳子捆上两道.

３((順に送りわたす))(依次)传递.

¶この議題は次へ～ことにしよう/这个问题挪到下次谈吧. 

¶読んでしまったら,クラスの皆さんに回してください/您读完了,请传给班里的同学们.

４((その場所へ届ける))传送,转送,转到.

¶書類を係へ～/把文件转给有关人员.

¶電話を社長室に～/把电话转到经理室.

●はずむ【弾む】

１((はねる))蹦,反跳.

¶ボールが高く弾んだ/球弹得很高.

２((気がのる))高涨,起劲.

¶気分が～/情绪qíngxù高涨.

¶話が～/谈得起劲.

３((息が))变粗.

¶息が～/呼吸变粗了.

４((奮発する))

¶チップを～/给很多「小费〔酒钱〕.

●わきあがる【沸き上がる】

１((煮えたつ))沸腾;煮开,滚开.

¶湯が～/水开得翻滚.　

２((どっと現れる))涌现.

¶黒い雲がもくもくと～/乌云滚滚涌现.

３((興奮する))(观众)沸腾,掀起.

¶～歓声/沸腾的欢呼声.

¶熱戦で場内が～/比赛热烈,场内沸腾.

●ゆらぐ【揺らぐ】

１((揺れ動く))摇动,晃荡.

¶決心が～/决心发生动摇.

¶地震で家屋が～/房屋因地震晃动.　

２((傾く))摇摇欲坠,岌岌可危.

¶身代が～/家产岌岌可危;面临倾家荡产的危险.
●はじく【弾く】

１((指で))弹.

¶弦を～/弹弦;拨弄弦子.

¶爪で～/用指甲弹.

２((計算する))打(算盘),扒拉 (算盘子).

¶彼はそろばんを～のが速い/他打算盘打得快.

３((寄せつけない))防,抗,排斥.

¶ワックスをかけた床は水を～/打了蜡的地板不渗水.

¶油類は水を～/油类与水不相溶.
●とばす【飛ばす】

１((飛ぶようにする))放.

¶飛行機を～/开飞机.

¶はとを～/放鸽子.

２((風が))吹跑,吹起.

¶風で土ぼこりがとばされる/风把尘土刮起来.

¶風で帽子をとばされた/帽子被风刮跑了.

３((ちらす))迸,飞溅,四溅.

¶泥水を～/溅起泥水.

¶口角泡を～/唾沫四溅地热烈辩论.

４((射る))放,射.

¶矢を～/射箭.

５((乗り物を))疾驶,奔驰,飞奔.

¶時速80キロで自動車を～/每小时八十公里的速度驾驶汽车飞跑.

６((間をぬく))跳过,越过.

¶3ページ～/跳过三页.

¶途中をとばして話を進める/略去中间往下说.

７((発する・広める))发放,散发,散布,传播.
¶デマを～/散布谣言.
¶冗談を～/信口开玩笑.
¶やじを～/起哄;喝倒彩.

８((遣わす))派遣.

¶急使を～/派遣急使.

¶事件がおこると新聞社はすぐに記者をとばした/事件一发生,报社就立即派记者去了.

９((転勤させる))调转.

¶地方へとばされる/被调转到乡下去.
●あらそう【争う】

１争,争夺.

¶先を～/争先; 争先恐后.

¶勝ち負けを～/争胜负.
２斗争;奋斗.
¶法廷で～/在法庭上斗争.
¶最後の勝利を勝ち取るまで～/为争取最后胜利而斗争到底.
¶正義のためにあえて～/为正义而敢于斗争.

３争论,争辩.
¶つまらぬことで～/为无谓的事情争论.
¶黒白を～/明辩是非.　
４竞争,对抗.
¶決勝で強敵と～ことになった/决定决赛时和劲敌竞争.
●にごる_【濁る】

１[よごれる]浑浊,污浊;[すきとおらない]不透明,不清.

¶水道の水が～/水管的水浑浊不清.

¶空気が濁っている/空气污浊.

２((声や音が))[かすれる]变嘶哑;[はっきりしない]不清晰.

¶かぜで声が～/因为伤风嗓音变沙哑.

¶ピアノの音が～/钢琴的色音不清晰.

３((色が))不鲜明.

４((心が))起邪念,生烦恼.

¶心が～/心怀邪念.

¶濁った心をもっている/居心不良; 心地肮脏.

５((目が))浑浊.

¶目が～/目光浑浊.

６((公明でない))混乱;污浊.

¶濁った世の中/浊世; 乱世.

７((音が))发浊音;[符号をつける]打浊音符号.

¶濁って読む/作为浊音来念.

文法

一、～が～の＋名詞
【用法 】連体修飾文をつくる。
●　土曜日が休みの会社が多くなりました。
　　　　　　　　 ↓
×　土曜日の休みの会社が多くなりました。

★普通の連体修飾語と違って、修飾する節と修飾される名詞の間は「の」が入る場合、修飾する節の主語に「が」の代わり「の」を使ってはいけない。　　　
●  専門が電気工学の人を募集している。
　　　　↓
×　　　の
●  出身が東京の近藤先生はわたしの親友です。
　　　　↓ 　
×　　　の　　　　　
●父親が医者で､母親が大学の先生の林さんは前途有望だ。 

　　　　↓ 　　　　↓ 　　     ↓ 　　
×　　　の　　　　 の　　　　である（連体修飾語） 　　  　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
☆連体修飾語になるものを考えてみよう。
( 連体詞
「この、その、あの、どの」「こんな、そんな、あんな、どんな」｢きたる､さる､ある・・・」

( 活用語の連体形
( 名詞＋の
☆「の」のいろいろ。
· 日本語の教師。　（内容・分野）
· 日本語学部の学生｡(所属）
· 駅前の店。(位置）
· 僕の家。(所有）
· 第二の問題。(順序）
· 革の靴｡(材料）
· 試験の準備。(目的）
· 大連のリンゴ｡(産地）
· １００万円の小切手。（数量）
· 夏の下痢は冬の肺炎と共に赤ちゃんの二　大強敵と言われます。(時期）
· 社長の山田氏。(同格）
· 雪の肌。（比喩）。
( 連体修飾語の主語を表す。
· 雨の降る日は家で遊ぶ。
· 戦争の激しいときに生まれた子供。
· わたしの買った本は破れていたよ。
· 君の撮る写真はいつも芸術的だなあ。
二、動詞、助動詞の連用形＋つつある
【意味】動作や作用がある方向へ向かって続いている状態を表す。今ちょうど～している。
· 中国も今では高齢化が進行しつつあるので速く対策を練らないと、たいへんな社会問題になります。
· わたしはホテルの窓から山の向こうに沈みつつある夕日を眺めながら、一杯のコーヒーをゆっくり楽しんだ。
三、接尾語：名・動詞連用形＋ざかり
【意味】～ざかり。成長や変化などの一周期の中で最も盛んな状態にある。また、その時期。
· 男盛り
· 女盛り
· 働き盛りの青年たち。
· 食べ盛りの子供を三人も抱えているので、経済的にたいへんなのがよくわかります。

四、動詞の未然形＋ないでいる
【意味】主語は感情や意志を持つ人や動物。
( 主語が第一人称の場合
· 喉が痛いので、しばらくタバコは吸わないでいる。
· どうしても痩せたいから、しばらくチョコレートを食べないでいる。
· 両親に１週間も電話をかけないでいると、両親の方からかかってきます。
( 主語が話し手でない場合
· ずっとシャワーを浴びないでいると、友達に嫌われますよ。
· 毎日何も食べないでいると、病気になりますよ。
· どうしてか知らないが、彼女はまだ結婚しないでいる。
· いつもテレビばかり見て、本を全然読まないでいると、馬鹿になりますよ。
五、　いっぱい  副詞
( 全部。ありったけ。
· ぼくは最近仕事をするのにもう精一杯で、何もできないよ。
· 今月いっぱい東京にいるつもりだ。
· 戸をいっぱい開く。
( 物が満ちているさま。たくさん。
· 仕事がいっぱいある。
· もう試験のことで頭がいっぱいで、ほかのことにかまう暇がありませんよ。
· 目にいっぱい涙を浮かべていた。
· 日がいっぱいにさしこんでいる部屋。
· この電車はいっぱいで乗れない。
· 腹いっぱい食べている。
( 限度すれすれになっているさま。ぎりぎり。
· これでいっぱいですから、値引きはできないよ。
· 制限時間がいっぱいになる。
· 収入いっぱいに暮らしているので、そんなに高いものはとても買えない。
· 今日無理なら明日でも結構です。
· 今の給料で結構です。
( 不必要（形動）
· もう少しいかがですか。
· もう結構です。十分いただきました。
· お車を呼びましょうか。
· いえ、けっこうです、電車で帰りますから。
· おかわりいかがですか。
· いいえ、結構です。
六、けっこう(結構）形容動詞、副詞
( すぐれているさま。りっぱなさま。（形動）
· 結構なお品ありがとうございました。
· 誕生日に結構な贈り物をいただいた。
· 平日からゴルフとは結構なご身分だ。
( 十分なさま。満足なさま。婉曲に断る場合にも言う。（形動）
· これだけあれば結構です。
· 今日無理なら明日でも結構です。
· 今の給料で結構です。
( 不必要（形動）
· もう少しいかがですか。
· もう結構です。十分いただきました。
· お車を呼びましょうか。
· いえ、けっこうです、電車で帰りますから。
· おかわりいかがですか。
· いいえ、結構です。
( 十分とは言えないが、ある程度要求に応えているさま。（副詞）
· 彼は年は若いが、結構役に立つ。
· 妻の手料理は結構いける。
· くだらない映画なのに、結構客が入る。
· 外で酒を飲むと、結構高いでしょう。
七、簡体句+というのに
【意味】この表現は｢という｣と｢のに｣からなるもので、予想外、不満、驚いた気持が含まれている。
· 韓国の新幹線は運営開始一日目であるというのに、故障が相次いでいる。
· 時間がないというのに、まだいろいろな仕事を引き受けている。
· 四年も習ったというのに、英語が話せないなんて、どうもおかしな話です。
☆命令を表す表現＋というのに
· よく聞けというのに、どうして聞かないのか。
· カンニングするなというのに、なぜするのか。
· やめろというのになぜやめないのか
八、さすが（に）体　言
用言連体形＋だけあって
【意味】「その才能や身分にふさわしく～だ」と感心したり、ほめたりする時の言い方。／正因为…、不愧是…
· 山田さんはさすがによく勉強しているだけあって、この前のテストでもいい成績だった。
· ここは一流ホテルだけあって、サービスがとてもいい。
· さすが中国人民銀行の総裁だっただけあって､戴相竜氏が天津市長に就任して１年余り経って天津経済は活気を取り戻し始めた。 

· 張芸謀（チャン・イーモウ）が監督した映画だけあって、章子怡（チャン・ツィイー）金城武（かねしろたけし）、劉徳華（アンディ・ラウ）と、「英雄」に続く豪華キャストとなる。
九、接尾語：～がたい(難い）
☆【意味】「～するのは難しい」、「～しにくい」
【接続】 動詞の連用形＋がたい、
· 受け入れがたい要求。
· 忘れがたい思い出。
· あの元気な弘が病気になるなんて信じがたいことです。
· 彼は得がたい人物だ。
· 予想しがたい。
注意：｢がたい」は「能力的にできない」という意味では使わない。
　×　わたしにはコンピューターは難しくて、使いがたいです。
　×　まだ怪我が治っていないので､長い時間は歩きがたいです。
☆【意味】 「～がたい」:自分の感じ
【接続】 「想像しがたい・認めがたい・受け入れがたい・賛成しがたい」など、認識に関わる動詞が使われ、「言いがたい・表しがたい」など発言に関わる動詞も使われる。
☆「～がたい・～にくい・～づらい」の区別
( 「～がたい」 ：行為を望んでも、それが実現することがむずかしい・不可能。
· 信じがたいことだが、ほんとうなのだ。
· 弱いものをいじめるとは許しがたい行為だ。
· 幼い子どもと離れて暮らすことは彼には耐え難いことです。
( 「～にくい」物理的にまたは心理的に困難な場合。
· 砂利道はハイヒールでは歩きにくい。
· あの人の話は発音が不明瞭で分かりにくい。
· 人の前ではちょっと話しにくい内容です。
( 「づらい」：行為を実現しようとすれば、その行為の主体が精神的に苦痛を感じるような状態だという様子を表す。
· 雑音がはいっているから聞きづらい。
· 老眼で辞書が見づらい。
十 、それにしても
〖意味〗 「そうだとしても」､｢そのことを考慮に入れても」」という意味を表す。前に述べたことを一応認めながらもそれとは食い違う事柄を述べるのに使う。
· 会合があると言っていたが、それにしても､帰りが遅い。
· 先生は丁寧に詳しく説明してくれた。それにしても彼はまだわかっていないようです。
☻　その急須は大きいですね。
☺　それにしても大きすぎますね。
▶　今度の試験はよくできたと思っていたが、それにしても発表を見るまでは心配でした。
▶　品物が少ないので値段が上がっているが､　それにしてもあまりにも高すぎる。　
前文
仕事から解放された自由な時間を「余暇」といいます。日本では第二次世界大戦が終わってから、労働時間が少しずつ短くなって、余暇が増えてきました。土曜日が休みの会社も多くまりました。また、一年間に二週間くらいの有給休暇や四、五日の夏休み、正月休みもあります。一九六０年代から始まった経済の高度成長の結果、勤労者の収入も増え、生活にゆとりが出てきました。そのため、余暇の活動にも、支出を回すことができるようになりました。それで、余暇の過ごし方も変わりつつあります。
余暇の過ごし方は人によって違います。社会福祉などのボランティア活動に参加している人もいますが、だいたいスポーツ、稽古事、旅行、読書、ゲーム、ギャンブル、友人との交際、園芸、コレクション、手芸、釣り、家庭内団欒、テレビ、ラジオの視聴などに分かれます。
しかし、余暇を十分に活用できていない人たちもいます。特に働き盛りの人たちの場合です。有給休暇も半分ぐらいしか取らず、暇な時も家で休養するだけという人が少なくありません。生活が仕事中心に進んでいるために余暇を十分に楽しめないでいます。仕事と余暇活動を両立させることはなかなか難しいようです。
会話
鈴木　　山下君、君最近元気そうだね。
山下　　ええ、三ヶ月前から、仕事が終わった後で、プールで泳いでいますからね。
鈴木　　へえ、毎日?
山下    いいえ、　一週間に二回、二時間ずつですけど、いい運動になりますよ。水泳を始めてから、疲れがちっとも残らなくなりました。ところで、課長は何かやっていますか。
鈴木    僕は最近仕事をするのにもう精一杯で、何もできないよ。普段は家へ帰ってテレビを見るだけだなあ。時々夜、仲間と酒を飲みに行くけど……。
山下　  課長は酒が強いですからね。でも、外で酒を飲むと、けっこう高いでしょう。
鈴木    まあね。でも、酒を飲むと話が弾むし、ストレスの解消には、これが一番だよ。
木村　　あら、楽しそうですね。何の話ですか。
鈴木　　暇な時、どうしているかということさ。
木村    そうですか。私の父などは、六十歳を過ぎているのに、毎日夕方ジョギングをやっていますよ。母が心配して、「やめて下さい」と言うんですけど、当分やめそうもないですわ。
山下    そりゃ、そうだよ。スポーツを始めると、体の調子がよくなるからね。ゆっくり走っていれば、そんなに問題はないと思うよ。ところで、木村さんは暇な時、どうしているの。
木村    私は友達と町で買い物したり、たまに休みを取って、旅行に行ったり……。
鈴木　　そう言えば、木村さんは去年東南アジアを回ってきたね。　　
木村    ええ、五月に十日間休みが取れたので、遊びに行きました。楽しかったですよ。
鈴木    独身の人はいいね。お金が自由に使えるから。冬はスキー、夏は海水浴や山登り、春や秋は旅行、楽しいことがいっぱいあるね。
木村　　そんなに楽しいことばかりじゃありませんよ。 
